
主な内容
P２～ �～わたしたちのお金どう使う？～ 

令和８年度当初予算
P６～ まちづくりを問う（一般質問）

P16～ 各常任委員会審査

令和８年３月定例会
P19～ 議会トピックス
P22　 定例会の議案と審議結果一覧
P24　 �市民の声「僕が印西市に住みたい理

わ け

由」
（印旛中学校３年 住友さん）
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　予算審査常任委員会は令
和８年２月26日から３月４
日にかけて、令和７年度補
正予算と令和８年度当初予
算の審査を行い、全て原案
のとおり可決しました。

　令和８年度一般会計当初
予算は、過去最大の642億
6,000万円規模となり、対
前年度比12.6％増となりま
した。

　今号では、議会が注目す
る事業を紹介していきます。

642億6,000万円
わたしたちのお金どう使う？
700

650

600

550

500

450

400

350
R４年度 R５年度 R６年度 R７年度 R８年度

453
億円

491
億円

521
億円

570
億円

642
億円

一般会計当初予算規模の推移

予算審査常任委員会
の様子

詳しくは ▶

一般会計 令和８年度予算

注目の
事業を紹介

します
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令和８年度予算令和８年度予算 注 目 事 業 注 目 事 業
女性の活躍を支援

印旛地区の拠点が変わる！

高齢者の足の確保
高齢者の自立した日常生活を支える

移動支援事業

予算額 1,440万円

交通空白地域などにおける高齢者の移動手段
確保のため、ドアツードア型の移動支援を継
続します。

女性向け起業スクールの開催及び
起業・創業塾の支援強化

予算額 61万円

起業に関心を持つ女性を対象に、起業に必要
な知識やつながりづくりを支援し、地域にお
ける女性起業家の創出を図ることを目的とし
て、女性向け起業スクールを実施します。

公共施設マネージメント
の一環としてふれあいセ
ンターいんばの改修及び
複合化を行うもので、印
旛公民館の移転・新設を
含め、施設の適正な維持
と利便性向上を図り、将
来を見据えた公共施設の
有効活用を進めます。

ふれあいセンターいんばの改修及び複合化

予算額 21億4,654万円
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支援が必要な子のために 学習環境の充実・強化

中学生の平和学習

小・中学校体育館への
空調設備の導入促進

不登校支援の充実・強化
平和継承事業

予算額
小学校費 1億285万円
中学校費 4億801万円

予算額 2 ,700万円
予算額 411万円

中学校３校の体育館に空調設備設置工事を行
います。また、令和９年度に設置工事に着手
できるよう、体育館に空調設備未設置の小学
校17校および中学校５校について実施設計を
行います。

市内に開設された不登校児童生徒支援施設を
運営する者や、不登校児童生徒支援施設を利
用する者を支援することにより、児童生徒一
人一人の状況に応じた安心できる居場所づく
りを進め、児童生徒それぞれの自己実現や社
会的自立に向けた支援を行います。

市内在住の中学生を広島市に派遣する「令和
８年度印西市中学生平和学習派遣事業」を実
施します。

子ども発達センターの機能強化

予算額 707万円

児童発達支援センターの機能として求められ
る４つの中核機能を発揮できるよう、発達支
援や家族支援の充実を図るとともに、地域の
事業所に対するスーパーバイズコンサルテー
ション機能、発達支援に関する相談機能の充
実を図ります。
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令和８年度予算令和８年度予算 注 目 事 業 注 目 事 業
インフラ強化 働くパパ・ママのために

保育園等への
送迎保育ステーションスタート

予算額 3 ,726万円

保護者の負担軽減、保育所等の地域による入
所者数の偏りの是正、待機児童（保留者）対
策を目的として、駅前に保育ステーションを
設置し、児童を一時的に預かり、各保育所等
へバスを使って送迎するシステムの構築およ
び運用を開始します。（令和８年４月より）

公園緑地維持管理事業

道路維持修繕に要する経費

橋りょう維持修繕に要する経費

予算額 2億2,145万円

予算額 2億7,552万円

予算額 4億105万円

長寿命化計画に基づき、公園や道路などの維
持管理を推進します。

 令和７年度補正予算が全会一致で可決 
　令和７年度一般会計補正予算（第７号）は、23億819万８千円を増額し、合計603億3,130
万７千円となりました。主な内容は下記のとおりです。

〔主な内容〕

 ⃝民間保育園の保育委託に関する経費・・・４億6,780万２千円 増額
人事院勧告を受けた公定価格の変動に伴う保育委託料の引き上げなどによる増額です。
民間保育園への委託金増額により一層の保育の充実が図られます。

 ⃝プレミアム付デジタル商品券事業・・・１億7,475万円 増額
国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の交付限度額が当初見込んでいたよりも
約1.4億円多く示されたことから、市民への物価高騰に対する支援と地域経済の活性化を
図るため「印西市プレミアム付デジタル商品券」を追加販売するため増額されました。
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まちづくりを問う

おしらせ
録画中継はこちらから

一 般 質 問
　議員は、市民の代表として印西市の市政全般について幅広く質問することができます。
これに対し市は、今後の事業計画や現状を説明し、議論を深めていきます。
　一般質問は、市民の声を市政に届け、より良い印西市を作るためにとても重要です。
　令和８年第１回定例会（３月）では、２月17日から２月24日に会派代表質問および
個人質問が行われ、市政全般に対して活発な議論が展開されました。
　ここではその一部を掲載いたします。
　この掲載記事は、各議員本人が作成したもので、質問順に掲載しております。

至　　　誠（大﨑　亜希） .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P７
創　　　進（松尾　榮子） .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P７
新　　　政（海老原作一） .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P８
T O  B E（稲葉　　健） .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P８
公　明　党（鈴木　博美） .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P９

１． 松谷　知美 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P10
２． 金丸　和史 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P10
３． 板橋　　睦 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P11
４． 林　　勝利 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P11
５． 加藤　亮二 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P12
６． 都築真理子 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P12

７． 小川　利彦 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P13
８． 軍司　俊紀 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P13
９． 藤江　研一 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P14
10． 山田喜代子 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P14
11． 増田　葉子 .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P15

会派代表質問

個 人 質 問
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質
問
１　
成
田
空
港
へ
の
ア
ク
セ

ス
向
上
は
市
民
生
活
や
企
業
活
動

に
直
結
す
る
が
、
市
長
は
空
港
ア

ク
セ
ス
を
含
め
た
広
域
交
通
を
ど

う
捉
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

市
長　
空
港
機
能
強
化
が
も
た
ら

す
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
活

か
す
た
め
に
、
空
港
直
結
道
路
と

鉄
道
に
よ
る
移
動
ア
ク
セ
ス
強
化

が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

再
質
問　
空
港
利
用
者
と
就
労
者

の
増
加
に
備
え
、
輸
送
力
の
増
強

を
図
る
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

企
画
財
政
部
長　
京
成
電
鉄
の
中

期
経
営
計
画
「
Ｄ
２
プ
ラ
ン
」
で

は
、
新
型
特
急
の
導
入
や
成
田
湯

質
問　
市
役
所
現
庁
舎
は
、
昭
和

51
年
、
将
来
人
口
を
６
万
４
千
人

と
想
定
し
て
建
て
ら
れ
、
法
定
耐

用
年
数
50
年
の
と
こ
ろ
、
今
年
築

50
年
に
な
る
。
想
定
の
２
倍
の
人

口
増
加
、
市
域
の
２
倍
以
上
の
拡

大
、
災
害
対
策
の
拠
点
機
能
、
老

朽
化
対
応
、
安
全
対
策
等
、
多
く

の
観
点
か
ら
、
今
こ
そ
、
次
期
庁

舎
建
設
に
つ
い
て
計
画
を
進
め
る

べ
き
時
で
は
な
い
か
。
県
内
他
市

の
新
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
調
査
は

行
っ
て
い
る
か
。

市
長　
千
葉
市
、
習
志
野
市
、
市

川
市
、
浦
安
市
、
袖
ヶ
浦
市
、
白

井
市
、
四
街
道
市
、
八
千
代
市
な

川
駅
か
ら
成
田
空
港
駅
間
の
複
線

化
な
ど
、
輸
送
力
増
強
策
が
示
さ

れ
て
い
る
。
本
市
も
沿
線
活
性
化

に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
が
、
空
港
ア
ク
セ
ス
向
上

に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
る
。
現

在
、
京
成
電
鉄
お
よ
び
北
総
鉄
道

と
市
長
に
よ
る
、
沿
線
の
ま
ち
づ

く
り
や
交
通
需
要
に
つ
い
て
の
意

見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
２　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を

見
据
え
た
本
市
の
魅
力
の
発
信
に

つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

市
長　
千
葉
県
と
連
携
し
、
外
国

人
の
市
内
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
企

画
を
進
め
て
い
る
。

再
質
問　
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
企

画
に
つ
い
て
の
詳
細
を
伺
う
。

環
境
経
済
部
長　
外
国
人
に
人
気

の
あ
る
印
西
の
自
然
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
印
旛
沼
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
師

戸
地
区
の
バ
ギ
ー
体
験
な
ど
を
３

月
５
日
に
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

ど
の
情
報
を
収
集
し
て
い
る
。

再
質
問　
そ
れ
ら
諸
都
市
に
お
い

て
、
庁
舎
建
替
え
の
理
由
で
共
通

す
る
項
目
は
何
か
。

企
画
財
政
部
長　
老
朽
化
に
よ
る

耐
震
性
能
の
不
足
、
狭
あ
い
化
に

よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
対
応
の
限
界
な
ど
だ
。

再
質
問　
他
に
も
災
害
時
の
市
役

所
機
能
の
維
持
と
災
害
対
策
拠

点
、市
民
が
利
用
し
や
す
い
庁
舎
、

分
散
庁
舎
の
統
合
と
全
体
の
維
持

管
理
経
費
の
軽
減
等
が
建
替
え
の

理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

市
役
所
の
今
後
の
問
題
は
、
次
回

大
規
模
改
修
の
規
模
や
費
用
に
も

関
わ
っ
て
く
る
問
題
で
あ
り
、
次

期
５
カ
年
計
画
の
前
半
ま
で
に
は

方
向
性
を
定
め
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
。市
の
認
識
は
ど
う
か
。

答
弁　
今
後
の
市
役
所
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
、検
討
体
制
を
整
え
、

令
和
８・
９
年
度
の
２
カ
年
で
、

よ
り
本
質
的
な
議
論
を
進
め
た
い
。

問

問

答

答

空
港
利
用
者
増
加
で
輸
送
力
は
十
分
か

新
庁
舎
の
検
討
を
開
始
す
べ
き
で
は

特
急
導
入
と
複
線
化
に
よ
る
増
強
策
を

令
和
８
、
９
年
度
で
議
論
を
進
め
る

「
至
誠
」
大
﨑　
亜
希 

議
員

「
創
進
」
松
尾　
榮
子 

議
員

成田空港と印西市を結ぶ
北千葉道路（国道464号）

築50年の市役所本庁舎
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質
問
１　
組
織
改
編
に
つ
い
て
、

令
和
８
年
度
組
織
改
編
案
は
取
り

下
げ
た
当
初
案
の
通
過
点
か
。

市
長　
通
過
点
で
は
な
く
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
と
効
率
化
の
た
め

引
き
続
き
丁
寧
に
検
討
し
て
い
く
。

再
質
問　
生
涯
学
習
・
社
会
教
育

の
政
治
的
独
立
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　
教
育
委
員
会
は
市
長
部

局
か
ら
独
立
し
た
行
政
委
員
会
で

あ
り
、
中
立
性
・
継
続
性
・
安
定

性
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
。

質
問
２　
財
政
計
画
に
つ
い
て
、

質
問
１　
令
和
８
年
３
月
31
日
に

市
は
独
自
の
民
話
絵
本
と
し
て
第

２
作
目
と
な
る
「
光
堂
の
竜
」
を

発
行
す
る
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て

伺
う
。

教
育
長　
印
西
市
民
話
絵
本
作
成

活
用
検
討
会
で
方
針
を
策
定
し
、

こ
れ
に
基
づ
き
、
民
話
「
光
堂
の

竜
」
を
題
材
に
原
画
を
作
成
し
、

絵
本
を
３
千
部
発
行
す
る
。

再
質
問　
具
体
的
な
内
容
や
テ
ー

マ
、
原
画
の
ス
タ
イ
ル
な
ど
詳
細

を
伺
い
た
い
。
特
に
、
ど
の
よ
う

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い

将
来
収
支
見
通
し
の
正
確
性
向
上

を
求
め
る
べ
き
で
は
。

企
画
財
政
部
長　
計
画
変
更
に
伴

う
経
費
や
歳
入
歳
出
の
変
動
を
踏

ま
え
、
必
要
に
応
じ
見
直
す
。

質
問
３　
医
療
体
制
に
つ
い
て
、

市
の
人
口
・
年
齢
構
成
の
変
化
を

踏
ま
え
た
市
内
一
次
医
療
機
関
の

診
療
科
配
置
の
評
価
を
伺
う
。

健
康
子
ど
も
部
長　
内
科
・
小
児

科
な
ど
主
要
診
療
科
は
多
く
の
地

域
で
受
診
可
能
で
あ
る
。

再
質
問　
一
次
医
療
を
担
う
医
師

の
引
退
情
報
と
市
の
対
応
を
伺
う
。

答
弁　
閉
院
時
は
他
医
療
機
関
の

利
用
な
ど
、
安
心
で
き
る
環
境
を

説
明
し
不
安
軽
減
に
努
め
る
。

質
問
４　
環
境
施
策
に
つ
い
て
、

森
林
環
境
譲
与
税
を
里
山
林
・
竹

林
整
備
に
充
当
で
き
る
か
確
認
す

る
。

環
境
経
済
部
長　
他
自
治
体
の
活

用
例
が
あ
り
、
整
備
内
容
に
よ
っ

て
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

る
の
か
。

教
育
部
長　
「
光
堂
の
竜
」
は
、
印

西
市
小
倉
の
宝
珠
院
観
音
堂
に
あ

る
竜
の
尾
の
彫
り
物
と
日
光
東
照

宮
の
竜
に
ま
つ
わ
る
物
語
で
あ
る
。

原
画
は
有
賀
忍
氏
が
温
か
み
の
あ

る
木
版
画
技
法
で
作
成
し
、
地
元

の
文
化
財
を
後
世
に
伝
え
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

再
質
問　
作
者
等
を
招
い
た
講
演

会
等
の
開
催
を
提
案
し
た
い
。

答
弁　
令
和
８
年
度
の
図
書
館
事

業
と
し
て
、
本
民
話
絵
本
の
原
画

制
作
者
を
招
き
、
講
演
会
の
開
催

を
検
討
し
て
い
る
。

質
問
２　
市
は
図
書
館
や
生
涯
学

習
施
設
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
、

ま
ち
の
活
性
化
を
進
め
て
行
く
の

か
。

教
育
長　
市
民
団
体
な
ど
と
連
携

を
図
り
、
学
び
の
場
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
に
お
け
る
交
流
の
拠
点

と
し
て
活
用
し
、
ま
ち
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問

問

答

答

組
織
改
編
を
ど
う
す
る

市
独
自
の
民
話
絵
本
の
第
２
作
目
は

改
め
て
丁
寧
に
検
討
し
て
い
く

民
話
「
光
堂
の
竜
」
を
発
刊
す
る
予
定

「
新
政
」
海
老
原　
作
一 

議
員

「
Ｔ
Ｏ　
Ｂ
Ｅ
」
稲
葉　
健 

議
員

全員協議会で説明のあった組織改編案資料

令和８年３月31日発行「光堂の竜」
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質
問
１　
本
年
４
月
の
道
路
交
通

法
改
正
を
踏
ま
え
た
自
転
車
安
全

対
策
の
取
り
組
み
は
。

市
長　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
駅
頭

啓
発
、
小
中
学
校
の
交
通
安
全
教

室
で
周
知
に
努
め
る
。

再
質
問　
自
転
車
利
用
者
へ
の
安

全
対
策
は
。

答
弁　

原
則
は
車
道
通
行
だ
が
、

歩
道
通
行
が
認
め
ら
れ
る
条
件
や

普
通
自
転
車
歩
道
通
行
可
標
識
の

周
知
、道
路
改
修
が
課
題
で
あ
る
。

再
質
問　
課
題
に
対
し
、
今
後
ど

の
よ
う
な
方
針
で
対
応
す
る
の
か
。

市
民
部
長　
通
行
区
分
は
県
警
の

交
通
ル
ー
ル
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
普

通
自
転
車
歩
道
通
行
可
標
識
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
、
通
行

実
態
に
応
じ
道
路
整
備
を
進
め
る
。

再
質
問　
関
係
機
関
と
の
連
携
状

況
は
。

市
長　
交
通
反
則
通
告
制
度
の
情

報
を
県
か
ら
受
け
、
安
全
対
策
に

つ
い
て
は
必
要
に
応
じ
連
携
す
る
。

質
問
２　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接

種
費
助
成
の
実
施
状
況
は
。

市
長　
50
歳
以
上
に
任
意
接
種
助

成
、
65
歳
以
上
は
定
期
接
種
を
実

施
。
接
種
は
着
実
に
進
み
、
市
民

や
医
療
機
関
か
ら
も
好
評
だ
。

再
質
問　
助
成
制
度
の
考
え
方
は
。

答
弁　
定
期
接
種
は
５
歳
刻
み
の

た
め
、
希
望
者
は
待
た
ず
に
任
意

接
種
で
予
防
機
会
を
確
保
し
て
い

る
。

再
質
問　
今
後
の
継
続
は
。

答
弁　
重
症
化
予
防
の
観
点
か
ら

重
要
な
事
業
で
あ
り
、
50
歳
以
上

は
定
期
接
種
の
対
象
外
の
方
も
含

め
任
意
接
種
の
機
会
を
継
続
し
て

提
供
す
る
。

問答
自
転
車
利
用
者
へ
の
安
全
対
策
は

通
行
ル
ー
ル
周
知
と
道
路
整
備
進
め
る

「
公
明
党
」
鈴
木　
博
美 

議
員

自転車の通行が可能な歩道

いんざい議会だよりを
スマートフォン用アプリでご覧になれます

　「議会だより」をより多くのみなさんに届ける情報発信手法として、
スマートフォン・タブレット用アプリ「マチイロ」で配信を行っています。
　「マチイロ」のアプリをダウンロードすれば、スマートフォンやタブ
レットからいつでも、どこでも「議会だより」を読むことができます。

　�印西市ホームページに接続しなくても、またオフラインでも「議会
だより」を閲覧できます。

　最新号が発行されると、アプリにお知らせが届きます。
　新着情報と連動してお知らせが届きます。
　ページめくりや拡大縮小なども簡単にできます。
　�スクラップ機能として、範囲を指定して画像を保存することがで
きます。保存した記事はメールへの添付やSNSでシェアできます。

　アプリのオリジナルコンテンツを見ることができます。

App Store・Google Playから
「マチイロ」を検索しダウンロード。

お住まいの地域など、簡単な設定をします。

使用開始

※�アプリのダウンロードは無料ですが、通信費は利用者の
負担となります。

1

2

3

始めるのは簡単です こんな使い方もできます

右の2次元コードからも
ダウンロードできます。
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質
問　
次
期
印
西
市
地
域
公
共
交

通
計
画
の
素
案
に
は
、
新
た
な
デ

マ
ン
ド
型
交
通
な
ど
の
補
完
交
通

の
導
入
を
検
討
す
る
と
あ
る
。
こ

れ
ま
で
、
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
だ

け
で
は
交
通
弱
者
へ
の
支
援
が
十

分
で
は
な
い
と
の
観
点
か
ら
Ａ
Ｉ

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
導
入
な
ど
に

つ
い
て
質
問
を
し
て
き
た
。
新
た

な
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
導
入
に
つ

い
て
、
今
後
ど
の
段
階
で
具
体
的

な
検
討
を
進
め
て
い
く
考
え
か
。

企
画
財
政
部
長　
新
た
な
デ
マ
ン

ド
型
交
通
は
新
た
な
交
通
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
位
置
付
け
、
令
和
９
年

度
の
実
施
に
向
け
事
業
内
容
の
設

質
問
１　
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
は

「
予
約
制
」
の
ま
ま
今
後
も
行
っ

て
い
く
の
か
。

市
民
部
長　
引
き
続
き
予
約
制
を

継
続
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
手
続
き
が

行
え
る
よ
う
に
し
た
い
。

再
質
問　

死
亡
に
関
す
る
届
け

出
、
手
続
き
に
つ
い
て
、
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
の
工
夫
は
し
て
い

る
か
。

答
弁　
あ
ら
か
じ
め
氏
名
や
住
所

な
ど
の
必
要
な
情
報
を
印
字
し
た

申
請
書
類
を
準
備
し
て
い
る
。

再
質
問　
届
け
出
、
手
続
き
に
つ

い
て
、
今
後
も
「
窓
口
改
革
」
に

向
け
、
関
係
部
署
間
で
の
連
携
が

不
可
欠
と
考
え
る
が
。

計
や
事
業
者
と
の
調
整
等
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

再
質
問　
自
動
運
転
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
市
は
「
ふ
れ
あ
い
バ
ス

運
行
路
線
へ
の
導
入
は
難
し
い
」

と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、

国
内
で
は
限
定
エ
リ
ア
や
特
定
条

件
下
で
の
実
証
実
験
が
着
実
に
進

め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
近
隣
の

柏
市
で
は
レ
ベ
ル
４
の
自
動
運
転

バ
ス
の
運
行
が
開
始
さ
れ
た
。
本

市
に
お
け
る
調
査
研
究
状
況
は
。

答
弁　
自
動
運
転
は
深
刻
な
運
転

手
不
足
の
解
消
等
、
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
全
国
各
地

の
実
証
実
験
等
に
つ
い
て
情
報
収

集
を
し
て
い
る
。
各
地
で
の
実
証

実
験
で
は
本
格
運
行
に
至
っ
た
例

も
あ
る
が
至
ら
な
い
例
も
多
く
あ

る
。
そ
の
理
由
は
、
実
証
実
験
段

階
で
も
財
政
負
担
が
生
じ
る
な

ど
、
採
算
性
の
課
題
等
か
ら
検
討

段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
例
も
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

答
弁　
引
き
続
き
関
係
部
署
と
の

連
携
を
図
り
た
い
。
さ
ら
に
、
他

自
治
体
の
取
組
事
例
を
調
査
研
究

し
て
い
き
た
い
。

質
問
２　
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

に
対
し
て
、
国
の
支
援
制
度
等
の

案
内
は
。

都
市
建
設
部
長　
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
士
に
よ
る
講
習
会
で
法
律
改
正

な
ど
の
説
明
、「
標
準
管
理
規
約
」

改
正
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

全
て
の
管
理
組
合
に
郵
送
を
し
、

周
知
に
努
め
て
い
る
。

再
質
問　
国
の
制
度
を
受
け
る
た

め
の
入
り
口
と
な
る
「
管
理
計
画

認
定
制
度
」
に
つ
い
て
、
そ
の
手

続
き
の
費
用
に
つ
い
て
は
少
な
く

と
も
補
助
対
象
と
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
弁　
市
と
し
て
は
認
定
手
数
料

に
つ
い
て
無
料
と
し
て
負
担
軽
減

を
図
っ
て
い
る
。

問

問

答

答

自
動
運
転
の
調
査
研
究
の
状
況
は

お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
の
利
用
状
況
は

実
証
実
験
等
の
情
報
を
収
集
し
て
い
る

１
月
末
時
点
の
利
用
率
は
73・７
％

松
谷　
知
美 

議
員

金
丸　
和
史 

議
員

自動運転のバスのイメージ

終活のためのハンドブック
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質
問
１　
印
旛
中
央
土
地
区
画
整

理
事
業
発
起
人
会
解
散
後
の
、
こ

の
一
年
間
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

都
市
建
設
部
長　
令
和
７
年
３
月

に
発
起
人
会
の
解
散
以
降
、
市
で

は
継
続
し
て
事
業
化
を
目
指
す
た

め
、
令
和
７
年
11
月
よ
り
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
調
査
を
開
始
し
て
い
る
。

再
質
問　
事
業
開
始
時
期
ま
で
に

は
相
当
程
度
の
期
間
を
要
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
に
ど
れ
く

ら
い
の
年
数
を
想
定
し
て
い
る
か
。

答
弁　
組
合
施
行
で
事
業
開
始
時

期
の
見
通
し
を
立
て
る
に
は
、
事

業
手
法
等
に
つ
い
て
地
権
者
の
合

意
形
成
が
必
要
と
な
る
。
従
っ
て

現
時
点
で
は
事
業
開
始
ま
で
の
具

質
問
１　
市
街
化
調
整
区
域
の
開

発
に
つ
い
て
は
、
自
然
環
境
に
配

慮
し
て
い
る
と
の
答
弁
が
以
前
あ

っ
た
が
、
配
慮
の
内
容
や
判
断
の

視
点
、
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

都
市
建
設
部
長　
市
街
化
調
整
区

域
は
都
市
計
画
の
線
引
き
制
度
に

お
い
て
農
地
や
森
林
な
ど
の
自
然

的
環
境
を
保
持
し
、
市
街
化
を
抑

制
し
て
い
く
と
い
っ
た
原
則
的
な

方
針
が
あ
る
。
そ
の
性
質
は
保
持

し
つ
つ
、
緩
和
ま
た
は
規
制
の
両

面
か
ら
方
向
性
を
検
討
し
適
切
な

土
地
利
用
の
誘
導
を
図
っ
て
い
る
。

再
質
問　
市
街
化
調
整
区
域
の
開

発
に
お
け
る
自
然
環
境
へ
の
配
慮

を
、
個
別
判
断
に
と
ど
め
ず
、
継

体
的
な
年
数
を
示
す
こ
と
が
で
き

な
い
。

再
質
問　
事
業
開
始
時
期
が
見
通

せ
な
い
現
状
に
お
い
て
、
今
後
の

事
業
化
検
討
に
あ
た
り
解
散
し
た

発
起
人
会
と
話
し
合
い
の
上
、
再

び
共
に
事
業
化
を
進
め
る
考
え
は
。

答
弁　

解
散
し
た
発
起
人
会
の

方
々
に
限
定
せ
ず
、
地
権
者
の
協

力
を
得
て
事
業
化
を
進
め
た
い
。

質
問
２　
私
有
地
に
お
け
る
樹
木

の
管
理
に
つ
い
て
。

都
市
建
設
部
長　
民
有
地
か
ら
道

路
に
越
境
し
た
草
木
に
よ
り
、
交

通
の
支
障
を
確
認
し
た
際
に
は
、

土
地
所
有
者
に
対
し
て
剪
定
な
ど

の
適
切
な
管
理
を
促
す
通
知
を
行

っ
て
い
る
。

再
質
問　
印
西
市
危
険
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
除
却
費
用
補
助
金
が
あ
る

が
、
伐
採
等
を
行
う
土
地
所
有
者

に
、
補
助
金
等
を
出
す
考
え
は
な

い
か
。

答
弁　
対
応
は
考
え
て
い
な
い
。

続
的
か
つ
一
貫
し
て
担
保
す
る
た

め
、
ど
の
よ
う
な
基
準
や
運
用
の

仕
組
み
を
設
け
て
い
る
の
か
。

答
弁　
環
境
基
本
法
や
、
騒
音
・

振
動
規
制
法
、
市
の
環
境
基
本
条

例
、
環
境
保
全
条
例
等
の
遵
守
、

ま
た
緑
化
計
画
と
し
て
、
戸
建
住

宅
の
宅
地
分
譲
開
発
以
外
は
事
業

区
域
面
積
の
５
％
以
上
の
緑
地
の

設
置
、
戸
建
住
宅
の
宅
地
分
譲
開

発
に
つ
い
て
は
、
規
模
に
応
じ
て

公
園
の
設
置
義
務
な
ど
の
基
準
を

設
け
運
用
を
図
っ
て
い
る
。

質
問
２　
里
山
や
谷
津
田
を
保
全

す
る
た
め
、「
里
山
保
全
区
域
」

を
設
定
す
る
考
え
は
な
い
か
。

都
市
建
設
部
長　
「
印
西
市
緑
の

基
本
計
画
」
に
お
い
て
、
市
街
化

調
整
区
域
を
「
保
全
配
慮
地
区
」

と
し
て
指
定
し
、斜
面
林
の
管
理
、

谷
津
田
の
保
全
、
水
辺
の
保
全
、

草
地
の
保
全
に
つ
い
て
、
市
民
と

の
連
携
・
協
働
に
よ
る
検
討
を
行

っ
て
い
く
。

問

問

答

答

元
発
起
人
会
と
再
び
事
業
化
の
推
進
を

市
街
化
調
整
区
域
の
開
発
に
つ
い
て

元
発
起
人
会
と
限
定
せ
ず
進
め
て
行
く

適
切
な
土
地
利
用
誘
導
を
図
っ
て
い
る

板
橋　
睦 

議
員

林　
勝
利 

議
員

再度開始した印旛中央地区
地権者説明会　会議録

印西市が誇る豊かな
里山・谷津田
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質
問　
市
民
や
団
体
か
ら
の
相
談

や
提
案
に
対
し
、
背
景
や
趣
旨
に

つ
い
て
十
分
な
対
話
や
検
討
を
す

る
以
前
に
、「
条
例
上
で
き
な
い
」

「
所
管
が
異
な
る
」「
前
例
が
な
い
」

と
対
応
さ
れ
る
と
の
声
が
私
の
と

こ
ろ
に
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

市
の
認
識
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　
市
政
に
対
す
る
信
頼

を
損
ね
る
可
能
性
が
あ
る
。
対
話

を
重
視
し
、
提
案
や
相
談
の
背
景

や
趣
旨
な
ど
を
し
っ
か
り
理
解

し
、対
応
す
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

再
質
問　
市
民
か
ら
相
談
や
提
案

を
受
け
た
際
、
組
織
と
し
て
共
通

の
手
順
や
ル
ー
ル
を
整
理
し
運
用

質
問　
人
口
に
対
し
て
の
普
及
率

に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
部
長　
国
民
健
康
保
険
で
は

被
保
険
者
数
１
７
９
３
１
人
。
マ

イ
ナ
保
険
証
登
録
者
数
１
２
８
３�

２
人
、
登
録
率
は
約
71・
６
％
に

な
る
。

再
質
問　
外
国
人
に
対
し
て
の
普

及
率
は
ど
う
か
。

答
弁　
外
国
人
の
マ
イ
ナ
保
険
証

の
利
用
状
況
等
は
把
握
し
て
い
な

い
状
況
で
あ
る
。

再
質
問　
外
国
人
住
民
に
対
す
る

マ
イ
ナ
保
険
証
の
周
知
や
利
用
促

進
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
方
法

で
行
っ
て
い
る
の
か
。

し
て
い
る
か
。

答
弁　
共
通
の
手
順
や
ル
ー
ル
は

定
め
て
い
な
い
が
、
市
民
が
何
を

求
め
て
い
る
か
を
確
認
し
、
市
の

対
応
方
針
を
伝
え
る
こ
と
は
重
要

な
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

再
質
問　
複
数
課
に
ま
た
が
る
案

件
の
総
合
判
断
の
仕
組
み
は
。

答
弁　
部
門
横
断
的
な
チ
ー
ム
や

会
議
体
を
設
け
て
総
合
的
に
判
断

し
て
い
る
。

再
質
問　
地
域
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
た
め
の
「
パ
ー
ト
ナ
ー
」
で

あ
る
市
民
の
提
案
を
、
今
後
の
行

政
運
営
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置

付
け
て
い
く
の
か
。
市
民
と
と
も

に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
な
ら
、

対
話
を
制
度
と
し
て
担
保
し
、
最

終
判
断
と
責
任
の
所
在
を
明
確
に

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
民
部
長　

地
域
に
寄
り
添
い
、

地
域
の
声
に
耳
を
傾
け
る
地
域
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
課

題
解
決
に
努
め
て
い
く
。

答
弁　
多
言
語
で
作
成
し
た
マ
イ

ナ
保
険
証
利
用
に
関
す
る
概
要
資

料
を
活
用
し
て
い
る
。

再
質
問　
国
が
進
め
る
マ
イ
ナ
保

険
証
の
利
用
に
つ
い
て
、
市
民
へ

の
情
報
提
供
や
理
解
促
進
に
ど
の

よ
う
に
周
知
・
啓
発
に
取
り
組
ん

で
い
る
か
。

市
長　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
を

促
す
た
め
、
広
報
紙
に
お
い
て
、

国
が
作
成
し
た
チ
ラ
シ
を
掲
載
し

周
知
を
図
っ
て
い
る
。

再
質
問　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
ど
の

よ
う
な
点
を
市
民
に
と
っ
て
メ
リ

ッ
ト
と
し
て
位
置
付
け
周
知
し
て

い
る
の
か
。

市
民
部
長　

デ
ー
タ
に
基
づ
き
、

よ
り
良
い
医
療
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
や
、
高
額
医
療
費
の
限
度
額
を

超
え
る
支
払
い
が
手
続
き
な
し
で

免
除
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

救
急
搬
送
時
に
は
医
療
情
報
を
活

用
で
き
、
処
置
や
搬
送
先
選
定
が

円
滑
に
行
え
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

問

問

答

答

市
民
提
案
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
保
険
証
の
普
及
率
に
つ
い
て

適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く

国
民
健
康
保
険
の
登
録
率
は
71・６
％

加
藤　
亮
二 

議
員

都
築　
真
理
子 

議
員

地域団体により毎年開催されて
いる小林鯉のぼり大会

マイナ保険証は
あなたの小さな説明書
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質
問
１　
河
川
お
よ
び
排
水
路
内

の
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
の
対

応
は
。

環
境
経
済
部
長　
特
定
外
来
生
物

で
あ
る
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ

は
、
繁
殖
力
が
強
く
、
生
態
系
や

農
業
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が

あ
り
、
河
川
や
排
水
路
の
管
理
者

が
主
体
と
な
っ
て
実
施
す
る
こ

と
、
ま
た
、
管
理
者
以
外
の
団
体

が
駆
除
を
行
う
場
合
に
は
、
補
助

制
度
を
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
周

知
や
申
請
支
援
等
に
努
め
て
い
く
。

質
問
２　
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中

央
駅
ロ
ー
タ
リ
ー
を
現
状
に
合
わ

せ
設
計
し
直
し
て
い
く
考
え
は
あ

質
問　
道
路
環
境
の
現
状
と
主
要

路
線
の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
、
道
路
環
境
の
改
善
は
、
市
民

生
活
の
利
便
性
向
上
や
地
域
経
済

の
活
性
化
に
直
結
す
る
重
要
な
テ

ー
マ
で
あ
り
、
都
市
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
で
も
交
通
体
系
の
骨
格
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
市
と

し
て
、
国
や
県
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
広
域
的
な
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
と
、
市
民
の
生
活

道
路
の
課
題
解
消
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
が
問
わ
れ
て
い

る
。
市
の
都
市
構
造
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
主
要
路
線
北
千
葉
道

路（
国
道
４
６
４
号
）に
つ
い
て
、

る
の
か
。

都
市
建
設
部
長　
駅
前
広
場
全
体

の
改
修
の
際
は
、
現
在
の
利
用
状

況
に
配
慮
し
た
設
計
と
な
る
よ
う

に
し
た
い
。

質
問
３　
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
建
設

を
制
限
す
る
べ
く
地
区
計
画
変
更

を
検
討
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
が
、
具
体
的
な
進
捗
お
よ

び
策
定
の
見
通
し
は
。

都
市
建
設
部
長　
土
地
所
有
者
等

関
係
者
に
対
し
、
地
区
計
画
の
変

更
に
関
す
る
意
向
調
査
を
行
い
、

結
果
を
集
計
し
て
い
る
。
未
回
答

の
土
地
所
有
者
等
に
は
説
明
し
、

回
答
を
求
め
て
い
る
。

再
質
問　
変
更
が
進
ま
な
い
の
は

何
か
理
由
が
あ
る
の
か
。

答
弁　
各
地
区
の
特
性
や
実
情
に

合
わ
せ
て
、
土
地
所
有
者
や
居
住

者
等
の
意
向
も
十
分
に
反
映
し
、

市
の
方
針
や
考
え
等
に
つ
い
て
丁

寧
に
説
明
を
行
い
、
早
期
の
変
更

手
続
き
を
行
う
。

市
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く

の
か
。

都
市
建
設
部
長　

北
千
葉
道
路

は
、
印
西
市
か
ら
成
田
市
間
は
国

と
千
葉
県
が
共
同
で
整
備
を
実
施

し
、
残
る
成
田
市
押
畑
か
ら
大
山

間
は
、
千
葉
県
が
整
備
を
進
め
て

い
る
。
ま
た
、
未
整
備
区
間
の
市

川
市
か
ら
鎌
ケ
谷
市
間
の
一
部
で

は
、
国
に
よ
り
用
地
買
収
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
北
千
葉
道
路
は
、

成
田
空
港
の
「
第
２
の
開
港
」
を

支
え
る
広
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
し
て
重
要
な
道
路
で
あ
り
、
印

西
市
で
は
集
積
が
進
む
物
流
施
設

の
産
業
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
す

た
め
に
も
早
期
の
全
線
開
通
が
急

務
で
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
も
北

千
葉
道
路
建
設
促
進
期
成
同
盟
の

副
会
長
市
と
し
て
、
沿
線
市
と
連

携
し
な
が
ら
国
や
千
葉
県
に
対
し

て
、
市
か
ら
成
田
市
間
の
４
車
線

化
な
ど
早
期
の
全
線
開
通
を
要
望

し
て
い
く
。

問

問

答

答

繁
殖
力
強
い
特
定
外
来
生
物
の
対
策
は

北
千
葉
道
路
に
ど
う
関
わ
る
の
か

駆
除
の
補
助
制
度
の
周
知
に
努
め
る

沿
線
市
と
連
携
し
全
線
開
通
を
要
望

小
川　
利
彦 

議
員

軍
司　
俊
紀 

議
員

ナガエツルノゲイトウ繁茂の状況

４車線化が求められる
北千葉道路暫定開通区間
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質
問
１　
印
西
市
で
は
、
原
爆
写

真
パ
ネ
ル
展
や
、
被
災
地
広
島
、

長
崎
の
犠
牲
者
を
し
の
ぶ
慰
霊

式
、
平
和
祈
念
式
典
、
印
西
平
和

の
鐘
の
展
示
な
ど
を
継
続
実
施
す

る
考
え
か
。

市
長　
市
で
は
平
和
祈
念
式
典
を

８
月
15
日
に
開
催
し
、
パ
ネ
ル
展

示
や
市
内
小
中
学
生
を
対
象
に
し

た
平
和
交
流
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
次
世
代
を
担
う
中
学
生
を
広

島
に
派
遣
し
、
未
来
に
継
承
し
て

い
く
取
り
組
み
を
実
施
し
た
い
。

質
問
２　
中
学
生
の
文
科
系
部
活

動
に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年
９
月

に
休
日
活
動
を
地
域
ク
ラ
ブ
に
移

質
問
１　
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
並

び
子
ど
も
の
通
学
路
に
も
接
し
、

商
業
施
設
、
医
療
機
関
が
集
中
す

る
ま
ち
の
中
心
部
に
高
さ
54
メ
ー

ト
ル
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
建
設
の

計
画
が
進
ん
で
い
る
。
使
用
す
る

電
力
は
31
Ｍ
Ｗ
（
８
千
世
帯
の
年

間
電
力
使
用
量
）
で
あ
り
、
１
２ 

０
万
リ
ッ
ト
ル
も
の
重
油
貯
蔵
設

備
、
熱
風
、
騒
音
、
低
周
波
振
動

等
様
々
な
危
険
に
人
々
を
さ
ら
す

こ
と
に
な
る
。
建
設
に
よ
る
暮
ら

し
（
健
康
、
環
境
）
へ
の
影
響
は

ど
う
か
。
事
故
が
あ
っ
た
場
合
市

民
の
命
は
守
ら
れ
る
の
か
。

行
す
る
計
画
に
な
っ
て
い
る
。
当

市
に
お
け
る
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

教
育
長　
文
科
系
部
活
動
の
中
で

休
日
に
活
動
し
て
い
る
の
は
、
吹

奏
楽
部
の
み
で
あ
り
、
同
部
に
つ

い
て
は
、
地
域
ク
ラ
ブ
化
を
進
め

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

質
問
３　
高
齢
化
に
伴
う
物
忘
れ

か
ら
、
貴
重
な
投
票
機
会
を
損
な

う
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
選
挙

の
際
に
、
投
票
所
内
に
備
忘
の
た

め
の
メ
モ
と
し
て
候
補
者
の
名
前

を
書
い
た
メ
モ
を
持
ち
込
む
こ
と

は
で
き
る
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　
投

票
所
内
に
備
忘
の
た
め
の
メ
モ
を

持
ち
込
む
こ
と
は
で
き
る
。
た
だ

し
、
必
要
以
上
に
大
き
な
紙
に
書

い
た
も
の
や
、
メ
モ
と
称
す
る
も

の
を
持
っ
て
選
挙
運
動
ま
が
い
の

行
為
を
行
う
こ
と
は
、
投
票
所
の

秩
序
を
乱
す
行
為
、
投
票
干
渉
を

行
う
行
為
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
、

そ
の
場
合
は
持
ち
込
み
で
き
な
い
。

都
市
建
設
部
長　
住
民
の
生
活
環

境
と
の
間
に
大
き
な
課
題
が
生
じ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
国
、

県
、
関
係
機
関
に
対
し
制
度
構
築

等
の
働
き
か
け
を
行
う
。

質
問
２　
誰
で
も
自
由
に
移
動
で

き
る
保
障
を
。
タ
ク
シ
ー
利
用
助

成
事
業
は
、
市
街
化
調
整
区
域
の

住
民
限
定
だ
。
市
街
化
区
域
の
住

民
に
も
適
用
す
べ
き
だ
。

企
画
財
政
部
長　
印
西
市
公
共
交

通
計
画
に
基
づ
き
、
よ
り
良
い
公

共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

事
業
者
と
対
話
を
重
ね
て
い
く
。

質
問
３　
生
活
保
護
費
は
単
身
65

歳
で
１
カ
月
約
６
万
７
千
円
だ
。

こ
こ
か
ら
光
熱
水
費
を
引
く
額
で

暮
ら
す
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
で
は

健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生

活
は
で
き
な
い
。
生
活
保
護
制
度

の
周
知
を
。

市
長　

し
お
り
を
窓
口
に
配
架

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
周
知
し

て
い
る
。

問

問

答

答

平
和
に
関
す
る
取
り
組
み
の
継
続
は

駅
前
に
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
は
要
ら
な
い

中
学
生
の
広
島
派
遣
な
ど
未
来
に
継
承

今
後
の
対
応
の
検
討
を
進
め
て
い
る

藤
江　
研
一 

議
員

山
田　
喜
代
子 

議
員

マンションより高い建物はNO

市役所ロビーに常設展示されて
いる平和の鐘（香取正彦氏制作）

14
令和８年（2026年）５月　No.216

令
和
８
年
度
予
算

３
月
定
例
会

一
般
質
問

陳
情

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

議
案
と
審
議
結
果

議
員
出
席
簿
公
開



質
問　
公
民
館
は
社
会
教
育
法
で

「
も
っ
ぱ
ら
営
利
を
目
的
と
し
た

事
業
」
を
禁
止
し
て
お
り
、
月
謝

を
徴
収
す
る
講
座
や
、
例
え
ば
講

演
会
で
講
師
の
著
書
を
販
売
す
る

行
為
な
ど
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
と

い
う
解
釈
が
一
般
的
だ
っ
た
が
、

昨
年
、
文
部
科
学
省
は
、
民
間
企

業
と
の
連
携
を
促
進
す
る
趣
旨

で
、
公
民
館
が
実
施
で
き
る
営
利

事
業
の
具
体
例
を
通
知
し
た
。
印

西
市
で
は
公
民
館
の
営
利
利
用
を

ど
う
考
え
て
い
く
の
か
。

教
育
部
長　
通
知
で
示
さ
れ
た
解

釈
に
照
ら
し
、
営
利
目
的
利
用
の

制
限
緩
和
を
含
め
、
令
和
７
年
度

か
ら
検
討
し
て
い
る
。

再
質
問　
参
加
費
を
集
め
る
教
室

は
多
い
。「
も
っ
ぱ
ら
営
利
目
的
」

か
ど
う
か
、
活
動
の
実
態
を
ど
の

よ
う
に
確
認
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　
企
業
活
動
で
な
い
か
等
を

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
で
聞
き
取
り
し

て
い
る
。
登
録
時
に
は
、
利
用
目

的
や
会
則
等
を
提
出
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。

再
質
問　
公
民
館
の
利
用
基
準
は

他
の
公
共
施
設
の
ベ
ー
ス
に
な

る
。
営
利
利
用
の
範
囲
を
わ
か
り

や
す
く
示
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

営
利
は
効
率
性
や
成
果
を
重
視
す

る
あ
ま
り
、
差
別
的
な
行
為
も
起

き
る
か
も
し
れ
な
い
。
子
ど
も
向

け
の
教
室
な
ど
も
あ
り
、
利
用
に

あ
た
っ
て
は
公
共
施
設
だ
と
い
う

こ
と
を
十
分
に
理
解
し
、
留
意
し

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

答
弁　

公
共
施
設
と
い
う
性
質

上
、
安
全
で
公
平
な
運
用
と
な
る

よ
う
努
め
て
い
る
。

問答
公
民
館
等
の
営
利
利
用
ど
う
考
え
る
か

利
用
範
囲
の
拡
大
を
検
討
し
て
い
る

増
田　
葉
子 

議
員

様々な利用ができ、
市民の居場所となる公共施設に

陳
　
情

第
７

－
14
号

▼�

臓
器
移
植
に
関
わ
る
不
正
な
臓

器
取
引
や
移
植
目
的
の
渡
航
等

を
防
止
し
、
国
民
が
知
ら
ず
に

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を

防
ぐ
た
め
の
環
境
整
備
等
を
求

め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情

�

〈
議
員
配
付
〉

第
７

－

15
号

▼�

陳
情
に
関
す
る
市
議
会
規
則

１
４
５
条
の
変
更
を
求
め
ま
す

�

〈
議
員
配
付
〉

第
８

－

１
号

▼�

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
（
レ
プ
リ

コ
ン
ワ
ク
チ
ン
を
含
む
）
接
種

事
業
中
止
の
意
見
書
提
出
を
求

め
る
陳
情
書

�

〈
議
員
配
付
〉

　
六
合
小
学
校
令
和
８
年
度
入
学
式

（
１
５
３
回
目
）
が
挙
行
さ
れ
、
新

入
生
５
名
が
拍
手
の
中
、
担
任
の
先

生
と
と
も
に
入
場
し
可
愛
ら
し
く
着

席
。
最
初
は
落
ち
着
か
な
い
よ
う
で

し
た
が
、
校
長
先
生
の
お
話
や
来
賓

の
お
祝
い
の
言
葉
、
在
校
生
に
よ
る

歓
迎
の
言
葉
や
歌
が
披
露
さ
れ
、

徐
々
に
打
ち
解
け
て
い
く
様
子
が
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
式
典
終
了
後
、

校
長
先
生
を
中
心
に
先
生
方
・
新
入

生
・
保
護
者
の
方
々
と
記
念
撮
影
を

し
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
は
先
生
の
お

話
を
う
な
ず
き
な
が
ら
聞
く
姿
を
見

て
、
保
護
者
の
方
々
も
少
し
安
心
し

た
よ
う
で
し
た
。

15
令和８年（2026年）５月　No.216

３
月
定
例
会

令
和
８
年
度
予
算

一
般
質
問

陳
情

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

議
案
と
審
議
結
果

議
員
出
席
簿
公
開



【
議
案
第
14
号
】
印
西
市
都
市

公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
内
容
】
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

使
用
料
の
区
分
に
１
月
当
た
り

の
使
用
料
金
を
加
え
る
も
の
。

　
　
　
今
回
の
条
例
改
正
に
至

っ
た
背
景
は
。

　
　
　
印
西
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

協
会
よ
り
、
高
齢
者
の

問答

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
利
用
促
進
の

観
点
か
ら
、
月
決
め
の
定
期
利

用
制
度
導
入
の
要
望
が
あ
り
、

高
齢
者
の
運
動
機
会
お
よ
び
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
促
進
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
現
状
の
利
用
者
数
に
つ

い
て

　
　
　
令
和
６
年
度
の
利
用
実

績
で
は
、
市
内
９
０
１�

５
人
、
市
外
２
２
５
８
人
、
65

歳
以
上
が
９
６
０
１
人
、
そ
の

他
が
１
６
７
２
人
で
あ
っ
た
。

１
回
利
用
が
２
６
５
２
人
、
４

時
間
利
用
が
８
５
４
３
人
、
１

日
利
用
が
78
人
で
あ
っ
た
。

【
議
案
第
15
号
】
印
西
市
下
水

道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

【
内
容
】
他
の
市
町
村
長
の
指

定
を
受
け
た
者
に
排
水
設
備
等

問答

の
工
事
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
規
定
を
加
え
る
も
の
。

　
　
　
今
回
の
条
例
改
正
が
必

要
と
な
っ
た
理
由
は
何

か
。

　
　
　
下
水
道
法
に
基
づ
く
技

術
的
助
言
と
し
て
国
か

ら
標
準
下
水
道
条
例
が
示
さ
れ

て
お
り
、
被
災
時
に
お
い
て
市

民
生
活
を
早
期
に
復
旧
さ
せ
る

た
め
、
ま
た
指
定
工
事
店
、
下

水
道
工
事
店
の
指
定
要
件
の
一

部
緩
和
を
図
る
た
め
の
改
正
で

あ
る
。

　
　
　
ど
の
よ
う
な
状
況
を
想

定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
地
震
や
暴
風
、
豪
雨
な

ど
と
い
っ
た
自
然
災
害

が
発
生
し
た
場
合
に
適
用
す
る

も
の
で
あ
る
。

問答問答

印
西
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正

審
査
結
果

番　号 件　　名 結果

議案第14号 印西市都市公園条例の一部を改正する条例の制定 可決

議案第15号 印西市下水道条例の一部を改正する条例の制定 可決

印西市議会では、全ての議案を委員会に付託し審査することを原則としています。
各委員会に付託された議案と審査内容の一部を要約して掲載します。

各常任委員会の審査

建設経済常任委員会� 環境経済部・都市建設部・上下水道部・農業委員会を所管

泉公園パークゴルフ場

16
令和８年（2026年）５月　No.216

令
和
８
年
度
予
算

３
月
定
例
会

一
般
質
問

陳
情

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

議
案
と
審
議
結
果

議
員
出
席
簿
公
開



総務企画常任委員会� 総務部・企画財政部・市民部・会計課・選挙管理委員会・監査委員を所管

【
議
案
第
４
号
】【
内
容
】
職
員
の
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進

お
よ
び
公
務
職
場
の
魅
力
向
上
を
図

る
た
め
、
職
員
の
申
告
に
よ
り
弾
力

的
に
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
こ
と
が

で
き
る
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
に
つ

い
て
規
定
す
る
も
の
。

　
　
　
職
員
の
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

制
を
希
望
す
る
声
は
あ
っ
た

問

の
か
。
ま
た
、
導
入
に
当
た
り
職
員

の
意
向
調
査
な
ど
は
行
っ
た
の
か
。

　
　
　
職
員
か
ら
人
事
課
に
、
そ
の

よ
う
な
声
が
届
い
て
い
た
の

は
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
職
員
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
、
回
答
は

６
９
７
件
で
「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

制
は
利
用
で
き
る
と
思
う
か
」
と
の

質
問
に
対
し
、「
利
用
で
き
る
」
と

の
回
答
は
３
７
８
件
、「
利
用
で
き

な
い
」
が
３
１
９
件
で
あ
っ
た
。

　
　
　
意
向
調
査
で
は
フ
レ
ッ
ク
ス

タ
イ
ム
制
の
導
入
に
賛
成
か
。

　
　
　
「
賛
成
」
が
４
０
９
件
、「
反

対
」
が
31
件
、「
ど
ち
ら
と
も

言
え
な
い
」が
２
５
７
件
で
あ
っ
た
。

　
　
　
他
市
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
県
内
で
は
松
戸
市
が
今
年
10

月
か
ら
実
施
予
定
。
印
西
市

答問答問答

が
令
和
９
年
１
月
か
ら
実
施
を
予
定

し
て
い
る
。

【
議
案
第
27
号
】【
内
容
】
印
西
市
永

治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
保
全
改

修
工
事
で
工
期
は
議
会
承
認
後
に
契

約
を
締
結
し
、
令
和
８
年
10
月
30
日

ま
で
と
し
、
建
築
工
事
、
電
気
設
備

工
事
、
機
械
設
備
工
事
を
実
施
す
る

も
の
。

　
　
　
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
　
議
会
で
の
承
認
後
に
直
ち
に

契
約
を
締
結
し
、
４
月
に
備

品
等
の
搬
出
を
行
っ
た
上
で
、
10
月

30
日
ま
で
を
工
期
と
し
て
工
事
を
行

う
。
そ
の
後
、
完
了
検
査
を
行
っ
た

後
、12
月
に
備
品
等
の
搬
入
を
行
い
、

令
和
９
年
２
月
１
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
る
。

問答

市
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

フレックスタイム制で気持ちにゆとりある職場へ

審
査
結
果

番号 件　　名 結果
議案第２号 市長等の印西市に対する損害賠償責任の一部の免責に関する条例等の一部を改正する条例の制定 可決
議案第３号 印西市行政手続条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第４号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第５号 印西市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第６号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第７号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第８号 印西市職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第13号 印西市地区計画建築審議会条例及び印西市空家等対策協議会設置条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第27号 工事請負契約の締結（永治コミュニティセンター保全改修工事） 可決
議案第32号 印西市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定 可決

17
令和８年（2026年）５月　No.216

３
月
定
例
会

令
和
８
年
度
予
算

一
般
質
問

陳
情

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

議
案
と
審
議
結
果

議
員
出
席
簿
公
開



文教福祉常任委員会� 福祉部・健康子ども部・教育委員会を所管

【
議
案
第
29
号　
工
事
請
負
契
約
の

変
更
に
つ
い
て
】

【
内
容
】
印
西
中
学
校
屋
内
運
動
場

保
全
改
修
工
事
に
つ
い
て
、
契
約
金

額
の
変
更
（
現
契
約
金
に
２
千
９
９ 

７
万
５
千
円
を
増
額
し
、
３
億
３
千 

９
０
７
万
５
千
円
と
す
る
）。

　
　
　
追
加
工
事
の
理
由
は
何
か
。

問

　
　
　
設
計
時
は
地
上
か
ら
の
目
視

に
よ
る
調
査
で
あ
っ
た
が
、

工
事
着
手
後
に
足
場
を
設
置
し
て
詳

細
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
ひ
び
や
欠

損
等
が
当
初
見
込
ん
で
い
た
数
量
よ

り
多
く
確
認
さ
れ
た
た
め
、
契
約
金

額
を
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
同
工
事
に
お
け
る
補
修
箇
所

の
数
量
は
。

　
　
　
ひ
び
割
れ
補
修
は
設
計
時
55

メ
ー
ト
ル
が
８
２
０
メ
ー
ト

ル
に
、
欠
損
補
修
は
28
か
所
が

１
１
７
か
所
に
増
加
す
る
な
ど
当
初

想
定
よ
り
補
修
箇
所
が
増
加
し
た
。

　
　
　
契
約
金
額
増
額
の
主
な
要
因

は
何
か
。

　
　
　
外
壁
塗
装
の
下
地
に
含
ま
れ

る
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
作
業
な

ど
が
増
額
の
要
因
と
な
る
。

【
議
案
第
１
号　
（
仮
称
）
印
西
市
立

東
の
原
義
務
教
育
学
校
開
校
準
備
委

答問答問答

員
会
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
】

【
内
容
】（
仮
称
）
印
西
市
立
東
の
原

義
務
教
育
学
校
開
校
準
備
委
員
会
を

設
置
す
る
も
の
。

　
　
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、

詳
細
は
。

　
　
　
第
１
回
の
開
校
準
備
委
員
会

を
６
月
に
開
催
し
、
新
し
い

学
校
の
名
前
、
校
章
、
校
歌
な
ど
を

決
定
す
る
た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や

公
募
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て

地
域
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
る
。
約
２
年
の
期
間
を
見
込

ん
で
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
委
員
会
の
委
員
は
ど
の
よ
う

な
構
成
か
。

　
　
　
原
小
学
校
校
長
、
西
の
原
中

学
校
校
長
、
保
護
者
代
表
、

地
域
代
表
お
よ
び
教
育
セ
ン
タ
ー
・

教
育
Ｄ
Ｘ
専
門
官
・
校
長
会
か
ら
の

推
薦
を
考
え
て
い
る
。

問答問答

印
西
中
学
校
屋
内
運
動
場
保
全
改
修
追
加
工
事

審
査
結
果

番号 件　　名 結果
議案第１号（仮称）印西市立東の原義務教育学校開校準備委員会設置条例の制定 可決
議案第９号 印西市立保育園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第10号 印西市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第12号 印西市介護保険条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第28号 工事請負契約の締結（西の原中学校校舎増築工事） 可決
議案第29号 工事請負契約の変更（印西中学校屋内運動場保全改修工事） 可決
議案第30号 事業契約の変更（（仮称）千葉ニュータウン中央駅圏複合施設整備事業） 可決
議案第31号 工事請負契約の締結（小倉台図書館保全改修工事） 可決

印西中学校屋内運動場保全改修工事の現場写真
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令
和
８
年
２
月
４
日
、印
西
市
文
化
ホ
ー
ル
２
階
、

多
目
的
室
で
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
題
（
１
）
令
和
８
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
は
、

令
和
８
年
８
月
に
印
西
市
で
定
例
会
が
開
催
さ
れ
る

内
容
が
盛
り
込
ま
れ
、
全
員
の
賛
同
を
得
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
議
題
（
２
）
次
期
役
員
の
改
選
（
案
）
に
つ
い
て

は
、
令
和
８
年
度
の
会
長
に
印
西
市
議
会
議
長
、
副

会
長
に
白
井
市
議
会
議
長
、
監
事
に
四
街
道
市
議
会

議
長
が
提
案
さ
れ
、
全
員
の
賛
同
を
得
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
印
西
市
大
塚
に
あ
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

を
視
察
研
修
し
ま

し
た
。
視
察
後
、

参
加
者
の
皆
様
か

ら
は
、
職
員
の
人

数
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
の
対
応
、
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
、
大
規

模
災
害
時
の
対
応

な
ど
活
発
な
質

問
、
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
７
月
に
岡
山
県

津
山
市
議
会
・
会
派
未
来
５

名
の
方
が
、
11
月
に
北
海
道

恵
庭
市
議
会
・
厚
生
消
防
常

任
委
員
会
８
名
の
方
が
印
西

市
へ
行
政
視
察
に
訪
れ
ま
し

た
。
視
察
内
容
は
「
印
西
市

の
子
育
て
支
援
策
に
つ
い

て
」。
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
に
よ
る
相
談
事
業
の
効

果
や
成
果
、
保
育
園
・
認
定

こ
ど
も
園
の
整
備
状
況
お
よ

び
待
機
児
童
の
現
状
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を
行
い
、
出
席

し
た
子
育
て
支
援
課
や
保
育

幼
稚
園
課
の
職
員
と
意
見
交

換
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
１
月
23
日
、
弁
護
士
の

帖ち
ょ
う
さ佐
直
美
先
生
を
講
師
に
迎
え
、「
議

員
活
動
に
お
け
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
上
の
注
意
点
と
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
議
員
研
修
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
具
体
的
な
事
例
を
も
と
に
、
自
分
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
友
人
に
撮
影
し
て
も
ら
っ
た
写
真
で
あ
っ
て
も
、
撮

影
者
の
許
可
な
く
投
稿
や
加
工
を
行
え
ば
著
作
権
侵
害
と

な
り
得
る
こ
と
、
ま
た
発
信
内
容
に
よ
っ
て
は
名
誉
毀
損

や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
に
当
た
り
、
法
的
責
任
や
損
害
賠

償
に
つ
な
が
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
相
手
を
傷
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、

議
員
自
身
や
議
会
全
体

の
社
会
的
信
用
を
損
な

う
行
為
で
あ
る
こ
と
も

再
認
識
し
ま
し
た
。
憲

法
の
理
念
に
も
立
ち
返

り
、
議
員
と
い
う
立
場

が
持
つ
影
響
力
を
自
覚

し
、
適
切
な
情
報
発
信

と
信
頼
さ
れ
る
議
会
活

動
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

印
旛
管
内
市
議
会
正
副
議
長

連
絡
協
議
会
定
例
会
お
よ
び

視
察
研
修
に
参
加

正副議長の動向

議
員
活
動
に
お
け
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

利
用
上
の
注
意
点
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
防
止
を
学
ぶ

～
議
員
研
修
会
～

令
和
７
年
度
の

行
政
視
察
受
入
れ
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委員会視察報告

　
令
和
８
年
１
月
14
日
か
ら
15
日

ま
で
印
西
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委

員
会
は
、
長
野
県
富
士
見
町
、
長

野
県
諏
訪
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

富
士
見
町

　
議
会
だ
よ
り
の
紙
面
は
全
体
で

16
ペ
ー
ジ
と
し
て
お
り
、縦
紙
面
、

横
書
き
の
カ
ラ
ー
デ
ザ
イ
ン
と
な

っ
て
い
る
。
決
算
に
つ
い
て
、「
こ

の
事
業
こ
う
評
価
」
で
は
各
議
員

が
決
算
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
評
価
ポ

イ
ン
ト
を
記
載
す
る
な
ど
、
独
自

の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
各
定
例
会
中
に
委
員
会
に
お

い
て
勉
強
会
を

開
催
し
て
お

り
、
そ
の
中
か

ら
議
会
だ
よ
り

に
ト
ピ
ッ
ク
ス

と
し
て
掲
載
し

て
い
る
。
議
会

だ
よ
り
裏
表
紙

に
は
、
住
民
か

ら
の
意
見
を
頂
け
る
よ
う
に
町
議

会
宛
て
の
ハ
ガ
キ
が
印
刷
さ
れ
て

い
る
。町
内
に
は
高
齢
者
も
多
く
、

議
会
へ
の
関
心
も
高
い
状
況
で
あ

り
、
多
く
の
方
か
ら
意
見
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
議
会
だ
よ
り
に
関

す
る
シ
ー
ル
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ

て
い
る
な
ど
、
積
極
的
な
取
り
組

み
を
し
て
い
る
。

諏
訪
市

　
議
会
だ
よ
り
の
紙
面
は
全
体
で

16
ペ
ー
ジ
と
し
て
お
り
、縦
紙
面
、

縦
書
き
と
横
書
き
の
カ
ラ
ー
デ
ザ

イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。
一
般
質
問

の
掲
載
ペ
ー
ジ
に
は
、
質
問
者
の

顔
写
真
と
一
般
質
問
の
動
画
視
聴

２
次
元
コ
ー
ド
が
載
っ
て
い
る
。

各
号
の
表
紙
の
写
真
に
は
、
絵
画

が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
作
品
の
紹

介
と
し
て
１
ペ
ー
ジ
設
け
ら
れ
、

議
会
だ
よ
り
の
表
紙
に
力
を
入
れ

て
い
る
。
議
会
だ
よ
り
で
取
り
上

げ
ら
れ
る
用
語
解
説
が
あ
る
な

ど
、
独
自
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ

て
い
る
。

＊

　
両
自
治
体
と
も
独
自
の
取
り
組

み
が
な
さ
れ
て
お
り
、
大
変
見
や

す
く
、
印
西
市
の
今
後
の
議
会
だ

よ
り
編
集
に
大
い
に
参
考
に
な
る

視
察
で
し
た
。

議
会
だ
よ
り
編
集
と

議
会
だ
よ
り
編
集
と

��

独
自
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
視
察

独
自
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
視
察

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
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請
願
・
陳
情

　
　
　
っ
て
な
に
？

　
請
願
・
陳
情
は
、
市
の
事
業
な
ど

に
つ
い
て
、
議
会
に
要
望
を
す
る
方

法
で
す
。
市
議
会
に
対
し
て
請
願
を

提
出
す
る
場
合
は
、
印
西
市
議
会
所

属
議
員
の
紹
介
を
必
要
と
し
ま
す
。

紹
介
が
な
い
も
の
は
、
陳
情
と
し
て

受
け
付
け
ま
す
。

　
令
和
７
年
は
請
願
が
３
件
、
陳
情

が
14
件
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
請
願
・
陳
情
の
提
出

方
法
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
提
出
で
き
る
方
は

　
市
民
だ
け
で
な
く
、
ど
な
た
で
も

提
出
で
き
ま
す
。

■
提
出
方
法
は

　
議
会
事
務
局
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

で
提
出
で
き
ま
す
。

■
提
出
期
限
は

　
定
例
会
ご
と
に
議
会
招
集
告
示
日

の
４
開
庁
日
前
の
日
を
締
め
切
り
と

し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
い
提
出
期
限
に
つ
い
て
は
、

議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

請願（陳情）を議会に提出する場合には邦文を用います。
①請願（陳情）の件名
②�紹介議員の署名または記名押印�
（陳情の場合は必要ありません）
③趣旨（要旨と理由）
④提出年月日
⑤宛先（印西市議会議長）
⑥�請願（陳情）者の住所・氏名（署名または記名押印）・
連絡先
※�法人の場合は、法人の所在地・名称・代表者氏名（署
名または記名押印）・連絡先（電話番号）

注１．�受理された請願（陳情）は審議資料として公開し、会
議録等に掲載します。個人情報について非公開を希望
する場合はお知らせください。

注２．�場所等を記載する場合は正しい名称を用いてください。
注３．用紙・添付書類はなるべくA4判を用いてください。
注４．�請願（陳情）者が複数の場合は代表者がわかるように

記載してください。
注５．�国・県等への意見書の提出を求める場合は宛先を記入

した意見書の案文を添付してください。

（記載例）

① 【件名】　〇〇〇に関する請願書（陳情書）

② 【紹介議員】　　　　　　紹介議員　〇〇　〇〇
� （署名又は記名押印）
③ 【趣旨】　（要旨と理由）

④ 【提出年月日】　年　　月　　日
⑤ 【宛先】　　　　印西市議会議長　〇〇　〇〇　様

⑥ 【請願者】　　　　請願（陳情）者
　　　　　　　　　　住　所
　　　　　　　　　　氏　名（署名又は記名押印）
　　　　　　　　　　連絡先（電話番号）

※紹介議員は１名以上
※�陳情書の場合は必要
ありません

※�請願（陳情）者が複数の場合は、代表者
がわかるように記入してください

※�個人情報について非公開を希望する場合
は、お知らせください

※�要旨、理由は簡潔に
してください
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令和８年第１回定例会　議案と審議結果一覧

番　　号 件　　　　　名

議
決
結
果

大
﨑
　
亜
希

大
野
　
忠
寄

加
藤
　
亮
二

鈴
木
　
博
美

津
田
　
憲
吾

都
築
真
理
子

林
　
　
勝
利

松
谷
　
知
美

稲
葉
　
　
健

小
川
　
利
彦

米
井
　
重
行

岩
崎
　
成
子

海
老
原
作
一

増
田
　
葉
子

松
尾
　
榮
子

軍
司
　
俊
紀

金
丸
　
和
史

板
橋
　
　
睦

山
田
喜
代
子

藤
江
　
研
一

近
藤
　
瑞
枝

《　議　案　》　（　市長提出　）

議案第５号
印西市議会議員の議員報酬及び費用
弁償等に関する条例の一部を改正す
る条例の制定

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第６号
特別職の職員で常勤のものの給与及
び旅費に関する条例の一部を改正す
る条例の制定

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第10号
印西市乳児等通園支援事業の設備及
び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例の制定

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ―

議案第21号 令和８年度印西市一般会計予算 原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ―

議案第22号 令和８年度印西市国民健康保険特別
会計予算

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ―

議案第23号 令和８年度印西市介護保険特別会計
予算

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ―

議案第24号 令和８年度印西市後期高齢者医療特
別会計予算

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ―

議案第30号 事業契約の変更（（仮称）千葉ニュー
タウン中央駅圏複合施設整備事業）

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 ―

議案第32号 印西市国民健康保険税条例の一部を
改正する条例の制定

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 × 〇 ―

※○＝賛成、　×＝反対、　退＝退席、　欠＝欠席、　―＝その他
※議長（近藤瑞枝）は採決に加わりません。

全会一致議案一覧
番　　号 件　　　　　名

《　議　案　》　（　市長提出　）
承認第１号 専決処分の承認を求めること

議案第１号（仮称）印西市立東の原義務教育学校開校準備委員会設置条例の制定

議案第２号
市長等の印西市に対する損害賠償責任の一部
の免責に関する条例等の一部を改正する条例
の制定

議案第３号 印西市行政手続条例の一部を改正する条例の
制定

議案第４号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部
を改正する条例の制定

議案第７号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条
例の制定

議案第８号 印西市職員の旅費に関する条例の一部を改正
する条例の制定

議案第９号 印西市立保育園の設置及び管理に関する条例
の一部を改正する条例の制定

議案第12号 印西市介護保険条例の一部を改正する条例の
制定

議案第13号
印西市地区計画建築審議会条例及び印西市空
家等対策協議会設置条例の一部を改正する条
例の制定

議案第14号 印西市都市公園条例の一部を改正する条例の
制定

番　　号 件　　　　　名

議案第15号 印西市下水道条例の一部を改正する条例の制
定

議案第16号 令和７年度印西市一般会計補正予算（第７号）

議案第17号 令和７年度印西市国民健康保険特別会計補正
予算（第３号）

議案第18号 令和７年度印西市介護保険特別会計補正予算
（第２号）

議案第19号 令和７年度印西市後期高齢者医療特別会計補
正予算（第２号）

議案第20号 令和７年度印西市水道事業会計補正予算（第
１号）

議案第25号 令和８年度印西市水道事業会計予算
議案第26号 令和８年度印西市下水道事業会計予算

議案第27号 工事請負契約の締結（永治コミュニティセン
ター保全改修工事）

議案第28号 工事請負契約の締結（西の原中学校校舎増築
工事）

議案第29号 工事請負契約の変更（印西中学校屋内運動場
保全改修工事）

議案第31号 工事請負契約の締結（小倉台図書館保全改修
工事）

同意第１号 印西市監査委員の選任につき同意を求めるこ
と（小野寺　浩一氏）
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編

集

後

記

　

新
緑
が
ま
ぶ
し
い
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
今
号
は
令
和
８
年
度
当
初
予
算
を
中

心
に
、
３
月
定
例
会
の
内
容
を
お
届
け
し

て
い
ま
す
。
３
月
お
よ
び
９
月
定
例
会
に

行
わ
れ
る
会
派
代
表
質
問
で
は
、
各
会
派

が
市
政
の
方
向
性
を
問
う
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
議
会
だ
よ
り

編
集
委
員
会
の
視
察
報
告
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。
よ
り
分
か
り
や
す
い
紙
面
を
目
指

し
、
限
ら
れ
た
紙
面
の
中
で
何
を
ど
う
伝

え
る
か
、
委
員
皆
で
頭
を
悩
ま
せ
な
が
ら

仕
上
げ
ま
し
た
。
議
会
の
状
況
や
議
論
の

背
景
を
少
し
で
も
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

け
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

皆
さ
ま
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
議
会
だ

よ
り
と
な
る
よ
う
、
よ
り
一
層
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。�

（
鈴
木
）

委
員
長�

藤
江　
研
一

副
委
員
長�

林　
　
勝
利

委　
　
員�

大
野　
忠
寄

　

〃　

�

鈴
木　
博
美

　

〃　

�

津
田　
憲
吾

　

〃　

�

増
田　
葉
子

令和７年度　議員の出欠簿を公開します
　令和７年度は、本会議は定例会が４回、臨時会が１回開催されました。
　委員会については常任委員会（総務企画・文教福祉・建設経済・予算審査）、議会運営委員会お
よび特別委員会（決算審査・印西市議会基本条例制定）が開催されましたが、各委員会ごとに開
催回数が異なるため、出席必要日数も各議員によって異なります。また、正副議長も各委員会等
に随時出席していますが、出欠簿には記載していません。

議
席
番
号

議員氏名

本会議 常任委員会 議会運営委員会 特別委員会 全員協議会

出
席
必
要
日
数

欠
席
日
数

遅
刻
・
早
退

　
　
・
外
出

出
席
必
要
日
数

（
視
察
含
む
）

欠
席
日
数

遅
刻
・
早
退

　
　
・
外
出

出
席
必
要
日
数

欠
席
日
数

遅
刻
・
早
退

　
　
・
外
出

出
席
必
要
日
数

（
視
察
含
む
）

欠
席
日
数

遅
刻
・
早
退

　
　
・
外
出

出
席
必
要
日
数

欠
席
日
数

遅
刻
・
早
退

　
　
・
外
出

1 大　﨑　亜　希 30 3 1 10 4 12
2 大　野　忠　寄 30 10 18 1 4 12 1
3 加　藤　亮　二 30 10 3 4 12
4 鈴　木　博　美 30 11 18 12
5 津　田　憲　吾 30 13 5 12
6 都　築　真理子 30 10 12
7 林　　　勝　利 30 10 18 1 12 1
8 松　谷　知　美 30 13 5 12
9 稲　葉　　　健 30 14 18 2 9 12
10 小　川　利　彦 30 13 18 5 12
11 米　井　重　行 30 4 13 1 18 5 12 3
12 岩　崎　成　子 30 3 14 3 5 12 1
13 海老原　作　一 30 1 16 12 1
14 増　田　葉　子 30 1 11 4 12 1
15 松　尾　榮　子 30 13 9 12 1
16 軍　司　俊　紀 30 11 18 12
17 金　丸　和　史 30 1 1 13 9 12 3 1
18 板　橋　　　睦 30 1 11 18 1 12 1
19 山　田　喜代子 30 14 5 12
20 藤　江　研　一 30 7 4 12
21 近　藤　瑞　枝 30 7 12

23
令和８年（2026年）５月　No.216

３
月
定
例
会

令
和
８
年
度
予
算

一
般
質
問

陳
情

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

議
案
と
審
議
結
果

議
員
出
席
簿
公
開



で
遊
ん
で
い
た
お
か
げ
で
自
然
の

あ
り
が
た
さ
を
体
感
で
き
た
か
ら

で
す
。

　
二
つ
目
は
近
所
の
方
々
が
い
つ

も
気
に
か
け
て
く
れ
る
人
間
関
係

だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
私
が

家
の
鍵
を
忘
れ
、
家
に
入
れ
な
か

っ
た
と
き
、
近
所
の
方
が
「
大
丈

夫
」
と
声
を
掛
け
る
だ
け
で
な
く

親
に
電
話
を
か
け
て
く
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　
三
つ
目
は
交
通
網
で
す
。
私
は

普
段
電
車
で
出
か
け
ま
せ
ん
が
都

会
に
行
こ
う
と
思
え
ば
す
ぐ
に
行

け
る
こ
の
環
境
は
「
す
ご
く
い
い

な
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
印
西
市
は
現
在
改
修
工
事
が
行

わ
れ
て
い
る
施
設
が
多
い
の
で
ど

の
よ
う
に
生
ま
れ
変
わ
る
の
か
期

待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ

ル
化
が
進
む
と
印
西
市
は
住
み
な

が
ら
働
く
の
に
良
い
街
と
な
る
で

し
ょ
う
。
そ
れ
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
私
は
、
自
然
豊
か
な
こ
の
印

西
市
で
幸
せ
に
生
き
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
年
齢
と
同
じ
だ
け
印
西
市

に
住
ん
で
お
り
大
人
に
な
っ
て
も

こ
こ
に
住
み
続
け
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
私
は
将
来
の
印

西
市
が
自
然
を
残
し
て
開
発
を
進

め
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
あ
り

ま
す
。

　
私
が
思
う
印
西
市
の
良
さ
は
ま

ず
豊
か
な
自
然
だ
と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
私
の
家
の
近

く
に
は
公
園
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
田
ん
ぼ
の
用
水
路
で
ザ
リ
ガ

ニ
を
釣
っ
た
り
で
き
る
の
で
そ
こ

令和８年　第２回定例会　会期予定および日程

日 月 火 水 木 金 土
5/24 5/25 5/26 5/27 5/28 5/29 5/30

議会運営
委員会

5/31 6/1 6/2 6/3 6/4 6/5 6/6

本会議
（議案上程）

本会議
（個人質問）

本会議
（個人質問）

本会議
（個人質問）

6/7 6/8 6/9 6/10 6/11 6/12 6/13

本会議
（個人質問）

本会議
（個人質問）

予算審査
常任委員会

総務企画
常任委員会

文教福祉
常任委員会

6/14 6/15 6/16 6/17 6/18 6/19 6/20

建設経済
常任委員会

議会運営
委員会

正副委員長会議

6/21 6/22 6/23 6/24 6/25 6/26 6/27

本会議
（議案の採決）

い
ん
ざ
い

議
会
だ
よ
り
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■
発
行
／
千
葉
県
印
西
市
議
会

■
編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

■
発
行
日
／
令
和
８
年
５
月
15
日
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　令和８年第２回定例会は、
６月２日㈫から６月22日㈪ま
での会期予定です。
　最新の日程は、ホームペー
ジでご確認ください。
　なお、インターネットによ
る本会議のライブ中継及び委
員会の録画中継を配信してお
りますので、ご利用ください。
　詳細については、議会事務
局までお問合せください。

いんザイ君Ⓒ 2011 Inzai City

【印西市議会事務局】
☎0476（33）4614

「いんざい議会だより」は、誰にでも読みやすい
ユニバーサルデザインフォントを採用しています。 24
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